
民
主
的
政
治
運
営
へ
の

信
念・
哲
学
に
期
待

東京外
国語大学教授
中
嶋
嶺
雄氏

と

と

も
に
、

長
い

閣

の

社

会

主

義

国

家
・

ソ

連

の

矛

盾

や
危

機

が
一

挙

に

表

面

化

し

た
。
、

特

に

経

済

の

著

し

い

停

滞

の

な

か

で
、

強

力

な

リ

ー

ダ

ー
シ
ッ

プ

な

し

に

は
、

ペ

レ
ス

ト
ロ

イ

カ

が

暗

礁

に

乗

り
上

げ

て

し

ま

う

か

も

し

れ
な
い

と

い

う

状

況
に

直

面

し

て
い

た
。

ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ

大

統

領

の

誕

生

に

よ
っ

て
、

上

か

ら

の

強

力

な

リ

ー

ダ

ー

シ
ッ

プ

の

も

と

で
、

当

面

の

経

済

改

革

や

民

族

問

題

の

解

決

が
い

か

に

な

さ

れ

る

か

を

注

目
し

な
け

れ

ば

な

ら

な
い
。
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つ

い

に
ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ

大

統

領

が

実

現

し
、

ソ

連

に

お

け
る

共

産

党
一

党

独

裁

体

制

の

歴

史

的

変

化

と

と

も
に
、

ソ

連

の

政

治

指

導

方

式

と
政

治
シ

ス

テ
ム

が

根

本

的

に

変

わ
っ

た
歴

史

的

な

決

定で

あ

る
。

ペ

レ
ス

ト
ロ

イ

カ

は
円

ソ

連

社

会

に

大

き

な

希

望

を
も
た

hり

し

て
い

る

半

面
t

改

革
の

進

展 ソ
連
新
体
制

専
門
家
に一

く

ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ

大

統

領

個

人

に

権
力

が

集

中

し
た

と
い

う

側

面

は

あ

る

け

れ
ど

も
、

ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ

大

統

領

は

民

主

的
政

治

運

営
へ

の

信

念

と

哲

学

を

持
っ

て
お

り
、

従

来

の

独

裁

者
と

は

根

本

的

に

異

な
り

て
い

る
。

痛
み
伴
う
経
済
改
革
に

ど
う
指
導
力
を
発
揮

日本大学教授
佐
藤
経
明氏

一
h
h

z
v

と
れ一日
店
長
出
品
川邑
・
・

・

で
、

か
つ

性

急

な

手

続

き

が

印

川…

k
S

2
忽黙て；J
Ff
・－・
象

的
だ

が
ぺ

こ
れ
は

同

氏

が
一

一川）
…
λしい一…～）…
Jwに；繍檎
凶
る
こ

と

を

予

想

さ
せ

る
。

ソ

連

………
d牽
懇岬i
火一a
．
の

国

内

経

済

が

良

〈

な
い

う、
え

ゴ

ル
パ

チ
ヨ

フ

氏

の
大

統

領

展

を

み

せ

る

ド

イ

ツ

統
－

の

動

選

出

に

当

た

つ

て
は
r
一
強

訓

j
き

な
ど
、

今

後
大

き

な

決

断

を

東

欧

や

モ

ン
ゴ

ル

な

ど

社

会

主

義

国

の

変

化

が

急

速

で

あ

り
、

い

よ
い

よ
、

と

の

イ

ン
パ

ク

ト

（

衝

撃
）

が

中
国

に

及

ぶ

こ

と

に

な
る

の

で

は

な
い

か
。

（

談
）

,, 

（
順

不
同
）

迫

ら

れ

る

問

題

が

目

白

押

し

で
、

そ

れ
に

先

手

を

打
っ

た

わ

フ

だ
。

経

済

問

題
で

は
、

改

革

派

で

市

場

経

済

導

入

に

積

極

的
な
ペ

ト

ラ
コ

フ

氏

を
書

記

長

の

経

済

政

策

担

当

補

佐

官

に

据『
え

る

な

ど
、

ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ

氏

は

大

統

領

就

任

後
を

に

ら

ん

で

着
々

と、

布

石

を

打
っ

て
い

る
。

経

済

改

革

は

国

民

の

痛

み

を

伴

う

が
、

そ

れ
な

く

し

て

は

現

在

の

危

機

は

克

服

で

き

な
い
。

乙

れ
に

対

し
、

炭

鉱

労

働

者

が
ス

ト

を

打

つ

な

ど

労

働

不

安

も

予

想

さ

れ

る

が
、

新

大

統

領

が

ど

の

よ

う

に

指

導

力

を

発

揮

し

て

い

く

カ
。

所

有

権

法

や
土

地

法

を

採

択

し
、

ゴ

ル
バ

チ
ョ

フ
政

権

に

と

っ

て

今

年

は

経

済

再

建

の

ま

さ

に

正

念

場
ど
い

え

る
。
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